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(目的)
ボールゲームのゲーム分析の目的には、まず
その競技の特性 ・特徴 を知るとい うこ とがあ
る。 また、速度 を持った複数の選手全員の動き
を、同時に把握することは難 しいことから、ゲー
ム分析を行うことによりそれを監督、コーチ、
選手が知 りその試合 またはその後の試合に役立
てるということがある。ボールゲームのゲーム
分析は分析法を中心 にいろいろな競技で行われ
ている3)5)7)8)9)10)。しか しカヌーポロに関する
ゲーム分析の研究は少ない。そこで本研究では
カヌーポロのゲームを分析 し、その競技特性を
把握 した り、競技中の選手 らの動 きを客観的に
分析することを試みた。
(方法)
カヌーポロゲーム中の10人の選手とボールの
動 きをビデオカメラで収めそれぞれの動 きを移
動分析器(新 大阪商会製)で 分析 した。最初に
図1に 示 した ように、コー ト面 よ り約10m高
い位置に、コー ト上の10ポイン トを一方のカメ
ラは7ポ イン ト、 もう一方のカメラは6ポ イン
ト入るように位置取 りした。10ポイン トが どち
らかのカメラに撮影 されている(図1)。 この
10ポイントを基準点 とすることによってコー ト
内を移動する選手、ボールの動きが平面状の動
きとして正確に把握できることになる。
図1基 準点の撮影
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(結果 お よ び 考察)
まず 同チー ムの2人(以 下A1、A2と 示 す)
の移動距 離 を求 めた。前半10分の最初 の1/3(前
半 最 初 の3分20秒 、以 下Z期 間 と示 す)、後 半
10分の最 後 の1/3(後半 最 後 の3分20秒 、以 下
K期 間 と示 す)の 移動 距離 の累積 を求 め た。A
1のZ期 間 の移動 距 離(図2)は 約200mで、
X方 向(ゴ ー ルに向 か って前 後方 向)に 約150
m、Y方 向(ゴ ー ルに向か って左右 方向)に 約
80mであった。A1のK期 間の移動 距離(図3)
は約120mで、X方 向 に約75m、Y方 向 に約80
mで あ った。A2のZ期 間 の移 動距 離(図4)
は約160mで、X方 向に約110m、Y方 向に約80
mで あ った。A2のK期 間の 移動 距離(図5)
は約110mで、X方 向 に約70m、Y方 向 に約60
mで あ った。
次 に移動 速度(図6～ 図9)を みた。A1の
Z期間、K期 間、A2のZ期 間、K期 間ご との
移動速度を表 している。各図によって速度曲線
はさまざまであるが、どの図も一定 した速度で
漕いでいるのでなく、 ときどき速度をあげて、
曲線としてピークをい くつ も示しているように
みえる。 ピーク以外のところでは比較的低速度
で漕いでいるといえる。
A1のZ期間、K期 間、A2のZ期 間、K期 間
のそれぞれの最高移動速度 を100%と見て最高
速度の75～100%で漕いでいる時間帯、最高速
度の50～75%で漕いでいる時間帯、25～50%で
漕いでいる時間帯、それ以下での時間帯の4つ
に分けてみたのが図10～図13である。4つ の
図ともほぼ同様な分布を示 してお り、平均する
と、最高速度の75～100%で漕いでいる時 間は
図2A1の 移動距離の累積(前 半10分の最初1/3Z図3A1の 移動距離の累積(後 半10分の最後1/3K
期間)期 間)
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約7.8%、最高速度の50～75%で漕 いでいる時
間帯は約12.5%、25～50%で漕いでいる時間帯
は約29.3%、それ以下では約50.5%であった。
全力に近い速度で漕 ぐ場面は少なく、全体的に
みれば動 きの少ない、対峙 した攻防の場面の多
いボールゲームであるといえる。
図14はA1のZ期間、K期 間、A2のZ期 間、
K期 間の速度を横軸にとり、その速度で漕いだ
距離を縦軸にとったものである。これからも全
力で漕いでいる距離は短 く、それ以下の低速で
移動 している距離が長いということがいえる。
図15～図17はシューとに結びついた攻撃側の
動 きとボールの動 きを示 している。これらの選
手の位置取 り、選手間の位置関係は指導者、コー
チにとって指導の一助 となると考 える。
石井 ら4)は監督、 コーチ らと選手 の フォー
メーションの打ち合わせは 「記憶 にたよった試
合場面の抽出となっていて、その根本場面は相
手にしろ、味方にしろ、その動 きの得意場面で
あった り、失敗場面であった りす るが、 この試
合中に繰 り返された印象場面を語っている。ま
た、その対策はこれまでの経験の範囲での成功
例が中心意識になっていることが多いようであ
る。 これ らをまとめていえば主観的であるとい
うことがで きる。試合 を客観的に とらえるに
は、まず、記録をとることが必然である。」と述
べている。また石井 ら6)は「文字や図に表 して
みると、その文字や図は自分がみても、あるい
は他の人に見せて も変わ らない ものですから、
これらをもとに作戦 をさらに納得できるものへ
発展できるものと考えています」 としている。
これらの文献か らも、監督、コーチ、選手が
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図7A1の 移動速度(後 半10分の最後1/3K期間)
図8A2の 移動速度(前 半10分の最初1/3Z期間)
図9A2の 移動速度(後 半10分の最後1/3K期間)
図10A1の移動速度分布(前 半10分の最初1/3Z期
間)
図11A1の移動速度分布(後 半10分の最後1/3K期
間)
図12A2の移動速度分布(前 半10分の最初1/3Z期
間)
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(最大速度を100%としたとき)
図13A2の移動速度分布(後 半10分の最後1/3K期
間)
図14相 対的速度と移動距離(最 高速度を100%とし
て)
図15シ ュー トまでの経過1(←一・ボール 攻撃
選手)※→印は動きの方向を表 しているが、5
人の同期を示すものでない
勘や経験のみで作戦を考えた り、フォーメーシ
ョンをとったり、実際に位置取 りするのではな
く、客観的なデータも重要視 しなが らゲームに
挑んでいかなければな らない。そのために機器
図16シ ュートまでの経過2(一 ボール 攻撃
選手)※→印は動 きの方向を表 しているが、5
人の同期を示すものでない
図17シ ュートまでの経過2(.一.ボール 攻撃
選手)※ →印は動 きの方向を表 しているが、
5人の同期を示すものでない
を用いた、ゲームの客観的データが必要である。
本研究 はこれ らの主 旨で行 われたものであ
る。 しかしなが ら分析に時間を要することか ら
即時(た とえばゲーム中)に そのデータを監督
らに伝 えることはできない。 リアルタイムで
データを表示する研究も行 われている。1)2)この
ことへのチャレンジも現場の監督、コーチ、選
手らのためには重要なことであると考える。
(まとめ)
今回2台 のビデオカメラでカヌーポロのゲー
ムを撮影 し、移動分析器で、選手の移動距離、
移動速度、シュー トに結びついた攻撃陣 ・ボー
ルの動 きを分析 し、おお まかな競技特性を示 し
た。 さらに技術的な面、分析時間的な面を向上
させ、指導者、コーチ、選手がより有効に、よ
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りすばや く利用できるようにし、現場に即 した
情報の伝達ができるようにす ることが必要であ
ると考えられる。
本研究は愛知大学研究助成を受けて行われた
ものである。
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